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by E. Yamazato

1.平板が 5m/sの水 (5oC)の流れの中に流れに平行におかれている。(1)平板の先端から層流の部

分の距離を求めよ。(2)その点における境界層の厚さを求めよ。(3)平板の長さを 3.2mmとしたと

きの全抵抗を求めよ。ただし、層流部分の速度分布は次の通りとする。
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2. 重さ 1.13kg,表面積 0.74m2 の凧が図に示すように飛んでいる。たこひもの角度が水平に対して

45o で、その張力が 3kgあった。風速を 8.9m/sとしたときの凧に加わる揚力係数および抗力係数

を求めよ。

3. 直角三角せきで測定した最大水頭が 75cmであった。いま、この三角せきを四角せきに改造して、

同じ流量を測ったときの水頭が四角せきの幅の 1/2以下になるためには幅をいくらにすればよいか。
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2.

v = 8.9m/s, A = 0.74m2 D = T cos 45o = 3× 0.707 = 2.12kg

L = T sin 45o + 1.1 = 3.22 kg, γ = 1.221 kg/m3

D = CDA
γ
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CD = 0.58, CL = 0.88

3.

Thomsonの式：Q = 1.40h5/2

(三角）Qmax = 1.40× 0.755/2 = 1.40× 0.487 = 0.68 m3/s

(四角）Q = 1.838(b− 0.2h)h3/2, b = 2h

0.68 = 1.838(2h− 0.2h)h3/2 = 1.838× 1.8× h5/2

h = 0.53 m, b = 1.06 m




